
レ
ポ
ー
ト
を
進
め
る
た
め
の
「
こ
こ
が
大
事
！
」 

 

◎
学
習
書
も
レ
ポ
ー
ト
内
容
の
解
説
が
載
っ
て
い
ま
す
。
教
科
書
＆
学
習
書
を
一
通
り
読
ん

で
か
ら
レ
ポ
ー
ト
に
取
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。 

  

報
告
課
題
⑥ 

●
「
こ
こ
ろ
」
夏
目 

漱
石
（
な
つ
め 

そ
う
せ
き
） 

【
学
習
書
Ｐ
一
二
六
～
一
四
一
】 

 

三 

心
情
問
題 

 

解
答
範
囲 

教
Ｐ
一
五
五
・
上
８
～
一
五
六
・
上
１ 

 

・「
私
」
が
（
Ｋ
）
に
抱
い
た
気
持
ち
が
分
か
る
記
述
を
確
認
し
ま
す
。 

 

四 

理 

想 

 
 
 
↕ 

 
 
 
 

ヒ
ン
ト
）「
Ｋ
」
の
人
物
像
に
関
す
る
記
述
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。 

 
 

現 

実 

 

五 

「
新
し
い
光
」
と
は
何
か
。 

 

「
私
」
が
、「
Ｋ
」
の
発
し
た
『
覚
悟
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
解
釈
に
つ
い
て 

 

・
古
い
解
釈
＝
お
嬢
さ
ん
へ
の
恋
を
諦
め
る
と
い
う
意
味
。 

 

・
新
し
い
光
（
解
釈
）
＝ 

 
 
 

解
答
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

七 

解
答
範
囲 

教
Ｐ
一
六
八
・
上
２
～
一
七
一
上
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ
一
七
二
・
上10 

 

・「
私
」
が
「
Ｋ
」
に
謝
罪
し
た
く
な
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。 

 

八 

設
問
を
一
文
で
考
え
る
。 

 

「
私
の
自
然
は
す
ぐ
そ
こ
で
く
い
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。」 

 

・
何
が
「
く
い
止
め
ら
れ
た
」
の
か
。 

 

九 

比
喩
表
現
「
鉛
の
よ
う
な
～
」
＝
直
喩
法 

 
 

「
鉛
」･･･

飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
重
い
。 

 
 

解
答
根
拠
文
「
私
だ
け
が
す
べ
て
を
知
っ
て
い
た
の
で
す
。」 

 
 
 
 
 
 
 

＝ 

秘
密
を
隠
し
持
っ
て
い
る
「
私
」 

 



十 
①
「
策
略
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。 

 
 

②
「
人
間
と
し
て
負
け
る
」
と
は
。 

【
解
答
サ
ポ
ー
ト
】 

「
私
」
の
行
っ
た
策
略
（
＝ 

 
 

）
に
対
し
て
、
「
Ｋ
」
が
取
っ
た
行
動
や
態
度
が

（ 
 
 
 
 
 

）
た
め
、「
私
」
は
「
Ｋ
」
に
人
間
的
敗
北
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

十
一 

解
答
サ
ポ
ー
ト 

・「
私
」
は
倫
理
的
弱
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
一
生
涯
背
負
っ
て
い
く
こ
と
。 

 
 

・「
黒
」
の
イ
メ
ー
ジ 

･･･
「
暗
い
」、「
不
気
味
」 

 
 

・「
黒
い
光
」
は
Ｋ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

十
二 

「
私
」
が
取
っ
た
行
動
と
、
そ
の
理
由
を
本
文
か
ら
押
さ
え
る
。 

 
 

解
答
範
囲
Ｐ
一
七
六
・
下15

～
最
後 

 

十
三 

 

夏
目
漱
石 

は
漢
字
で
書
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 
 
 

代
表
作
品
と
し
て
、
前
期
三
部
作
・
後
期
三
部
作
は
覚
え
ま
す
。 

前
期 

『
三
四
郎
』 

『（ 
 
 
 
 
 
 
 

）』 

『（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

）』 

後
期 

『
彼
岸
過
迄
』 

『
行
人
』 

『
こ
こ
ろ
』 


